
調整が行われた。   

③救援物資の避難所への確実な配送  

18日には、県が、被災地の避難所生活ですぐに必要と考えられる日用品等を選別してパッケー  

ジ化し、避難所へ直接供給する方式が、まず、柏崎小学校避難所に向けて試みられ、18日午後に  

は他の避難所も含めて直接配送するようにした。避難所への直送は、次に記す配送センターが安  

定するまでの間、有効に機能した。   

また、19日には、県が派遣する職員と民間運送事業者の協力により、柏崎市救援物資配送セン  

ターが立ち上げられた。現地では、避難所への物資輸送のため12台のトラックが投入されたが、  

被災者への食料配送についても十分に輸送されていなかったことが明らかになったため、21日に  

は県から20台のトラックと作業員により、食料と併せて救援物資を混載した1日2便の定期配送  

が開始された。  

（出典）新潟県資料を基に作成   

図4．1．1救援物資の保管・配送フロー  

喝
．
一
己
J
．
J
7
農
竜
．
、
 
 
 

．
 
 
 この体制は8月31日に避難所が閉鎖されるまで続けられ、柏崎市の配送センターも8月31日  

に閉鎖された。なお、配送センターを運営する民間業者の協力により、各避難所の撤収作業が行  

われ、9月14日にすべての業務を終えた。   

④きめ細かな物資の供給   

避難所からの要望及び新潟県災害対策本部会議等の検討結果を踏まえ、新潟県中越沖地震では、  

避難者の状況及び季節条件等を考慮した、きめ細かな物資の供給がなされた。例としては、以下  

のようなものが挙げられる。  

・新潟県災害対策本部員会議における避難所の暑さ対策についての指示に基づき、発災当初か  
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らのエアコン、扇風機等の設置に加え、19日から一部の避難所へ「氷柱」の供給（「シロク  

マ作戦」）Z）澗始された。「氷柱」は好評だったことから、20日以降、配送先を拡大して供  

給が続けられ、8月に入ってからは猛暑が続いたこともあり、8月3日から柏崎市と刈羽村  

の全避難所に拡大、1避難所当たりの氷柱本数も増やして配送された。さらに14 日からは  

避難所以外の入浴施設にも氷柱が供給された（全逓難所が閉鎖された8月31日まで継続）。  

・避難所の和式トイレを改善するため、各避難所へ洋式化台座が供給され（7月21日に完了）、  

避難者数20人以上の避難所に最低2つの変換台座が設置された。   

8月に入った頃から被災市町村も発災直後の混乱が収まり、市町村の受入・供給体制も整備さ  

れてきたため、特に柏崎市と県で救援物資の在庫情報を共有化して業務にあたった。8月に入っ  

てからも被災地へ、ブルーシート、食器類及び氷柱等の供給が続いた。   

避難所以外の施設についても、24日には保健福祉班と連携して、長岡市、柏崎市及び刈羽村の  

高齢者福祉施設等へ生活・衛生用品等の物資が供給されたほか、8月1日には県福祉保健部と連  

携して、柏崎市内の病院施設等へ扇風機が提供された。   

最終的には、旧興農館高校で→時保管していた物資も含め、避難所が閉鎖された8月末をもっ  

て救援物資の供給は終了した。次頁の表4．1．1に、新潟県が新潟県中越沖地震発生後に供給した  

災害救助物資の一覧を示した。  

4．1．2 柏崎市における対応  

（1）備蓄物資の提供   

地震発生直後に開設された避難所において、順次、物資が提供され、発災からしばらくは市の  

備蓄保管所に備蓄されている物資が提供されたが、すぐに物資が不足し、県等からの支援物資を  

配布している。   

避難所で提供されていた主な物資は、以下のとおりである。  

【共通】   水、お茶、ウェットティッシュ、ティッシュボックス、紙おむつ、ごみ袋、  
毛布、トイレットペーパー  

【柏崎市のみ】麻袋、ブルーシート  

【刈羽村のみ】缶詰、キッチンペーパー、消臭剤、割りばし、歯ブラシ、歯磨き粉、  

段ボール、離乳食、うがい薬、生理用品、コンタクト用洗浄液   

（2）支援物資への対応   

柏崎市では、新潟県中越地震における救援物資の取り扱いの教訓をもとに、7月17日より個人  

からの救援物資の取り扱いを断っている。一方で、全国の地方公共団体や会社・団体に対しては、  

不足している物資の品目を示し、支援要請を行っている。 また、19日からは、救援物資を保管し  

ている体育館など8箇所すべてが満杯になったため、地方公共団体などからの食料以外のすべて  

の救援物資についての受け入れを辞退している。   

支援物資は、市が指定した施設で受け取り、ここから各避難所等に配送するシステムとなって  

いる。 しかし、物資の取扱量の増加や道路交通への影響から、物資の集積施設は市役所の裏の車  

庫→武道館→港公園→北固体育館→駅前のJA施設と、受け入れ場所が次第に市役所から離れ、外  

郭部に移っていった。   

また、柏崎市では、地震発生直後から、市職員が物資の搬出・搬入・配送を行っていたが、疲  

労が著しく、効率も悪いことから、地震発生後4日目の7月19日から、新潟県が物流の専門業者  

に配送センターの運営を委託した。これにより、品目別の配置、搬出・搬入・配送の効率が著し  
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表4．1．1新潟県が供給した災害救助物資一覧  

救助区分  使用目的   支援物資   

避難所設置  避暑対策  氷柱、発泡スチロール・容器（氷用）、保冷箱、扇風機、ウェットテッシュ、ウェッ  

トからだふき、冷却シート、冷却枕、エアコン角材等  
プライバシ  

一対策  

トイレ   トイレ用消臭剤、トイレットペーパー、トイレ用品（ブラシ、洗剤、スポンジ、  

ビニール手袋など）、トイレ用台座（洋式）、救急ミニトイレ、ポータブルトイレ  

避難所資材  ブルーシート  

避難所消耗  水切り、ポリバケツ、簡易排尿パック、ラジオ、手回しラジオライト、殺鼠剤、殺  
ロ  ロロ   虫剤（ゴキブリ、ハエ、蚊）、電気式蚊取り、蛇口付水缶、電気ポット、延長コード、  

シャンプー・リンス・ボディソープ、ドライシャンプ、携帯電話用充電器、土嚢袋、  

掃除機、電子レンジ、カーペット、冷凍庫、ポリタンク（水用）、コック付水缶、折  

り畳み式水タンク、アルコール消毒液、土間ほうき、竹ぼうき、ちりとり、懐中電  
灯、乾電池、ゴミ袋、エンボス手袋、ゴムサンダル、ビニール手袋、タオル、小児  

用おむつ、大人用オムツ、大人パンツ、リハビリパンツ、尿とりパット、肌着、ウ  

ェットおしりふき、ティッシュ、冷却枕、入れ歯固定剤、保冷パック、三つ折マッ  

トレス、ボックスシート、ノーマルシーツ、エアーベッド（エアーマット）、折りた  

たみベッド、断熱マット、歯ブラシ、はみがき粉、使い捨てマスク、透明パック、  
ロープ（PPソフトロープ）、段ボール箱、輪ゴム、サンダル、パイプチェア、コン  

パネ、クーラーボックス、麻袋、給水器、ガムテープ、軍手、パジャマ、うがい薬、  

滅菌ガーゼ、点滴スタンド、清拭剤、避難所配置医薬品（湿布、虫刺され用薬、救  
急医療セット・薬箱）  

風呂   足拭きマット、ゴザ、たたみマット、子供用プール、氷用プール、入浴剤、消臭剤、  

取手付清掃ブラシ、デッキブラシ、バスタオル、せっけん、脱衣カゴ、子供用べビ  

ーカゴ、手動ポンプ、バス洗剤、手洗い石鹸  

毛布等   毛布、布団   

炊き出し、  保存水、ミネラルウオーター、イオン飲料  

食料品   食品冷蔵用  板氷  

食器等   紙皿、割り箸、使捨スプーン・フォーク、発泡・紙どんぶり、紙おしぼり、輪ゴム、  
ペーパーボウル、フードパック 、紙コップ、お手ふき、使い捨てエプロン、ガスボ  

ンべ、食器洗剤、スポンジ、たわし、エンボス手袋（おにぎり用）、消毒アルコール  

ジェル、ビニール袋、パレット（荷役用）、ゴミ袋、ポリタンク（水用）、ペーパー  

タオル、キッチンタオル、食品用ラップフィルム、アルミホイル、消毒アルコール  

炊き 出 し  アルファ米、クラッカー缶、ソフトパン缶、みかん缶、さんま・さば缶、牛肉すき  

（食料品）  やき缶、粉ミルク、子供用お菓子、協定による支援物資等（パン・おにぎり・アル  

ファ米）  

燃料   軽油（炊出用）   

医 療   刈羽郡総合病院・県災害対策本部からの要請によるもの。医薬品等   

学用品   教科書、学用品、運動靴、文房具   

（注）新潟県の資料を基に作成。使用目的は異なっても、重複する品目は省略した。  

く向上したという。   

次真の表4．1．2に、新潟県中越沖地震が発生する前の平成19年6月19日時点で、柏崎市にど  

のような物資が備蓄されていたかの→覧を示す。地震発生後には、表4．1．2に示す物資の中から  

供出がなされた。  
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表4．1．2 柏崎市における災害用備蓄晶現在高（平成19年6月19日現在）  

品名   内訳   

ミネラルウオーター   6本   

（1本2ルトル）   

乾パン   64袋×2   

乾パン   50食入  
（缶入）   

スティックハ0ン   50袋   

宇宙食   20食   

（クラッカー他）   

クラッカー   70パック   

山菜おこわ   50食   

五日ごはん   
50食   

白飯   
50食   

白飯   50食   

（1袋100g）   

梅粥   50食   

（1袋39g）   

マノックライス   50食   

パンの缶詰   50食   

毛布   
10枚メ   

毛布   
20枚ス   

クッションシー斗   12枚   

災害救助用   10枚メ   

マット   

ローールマット   15枚ス   

ポータ70ルトイレ  

ホ◆ックストイレ   5セット   

スケソトイレ   
100セッ   

トイレ（箱型）   10個入   

石油ストー→プ   ノ」、  

緊急   200袋   

飲用水溶器  プライバシー  12個  ウォール  （4人対H  

保管場所  

柏崎小  比角小  剣野小  大洲小   
計  

二中  松波FI〕   地下倉庫  西山町旧 科診療所  

102箱  102箱  
612  612本   

45箱  7箱  52箱  
缶   5，760  896  6，656袋  

17袋  17箱  
850  850食  

33箱  33箱  
1，650  1，650袋  

45箱  45箱  
900  900袋   

入  13箱  19箱  32箱  
仁）10  1，330  2，240ハ○ック  

20箱  37箱  57箱  
1，000  1，850  2，850食  

15箱  30箱  21箱   22箱  88箱  
750  1，500  1，050   1，100  4，400食  

10箱  10箱  

500  500食  

15箱  15箱  

750  750食  

5箱  5箱  
250  250食  

12箱  12箱  

600  600食  

20箱  20箱  
1，000   1，000食  

56箱  17箱   125箱  122箱   90箱  155箱   565箱  
560  170   1，250   1，220   900  1，550  5，650枚  

24箱  9箱  33箱  
‘180  180  660枚  

28箱  30箱  58箱  
：i：う6  360  696枚  

7箱  7箱  
70  70枚  

：i箱  3箱  
45  45枚  

13個  13個  

19箱  10箱   18箱   20箱   10箱  77箱  
95  50   90   100   50  385セット   

ト  10箱  6箱   21箱  95箱   130箱  
1，000  600   2，100  9，500  13，200セット  

110   110箱  
4  51   55台  

3箱  3箱  
600  600袋   

2個  
国  （総体10個〉   

12個  

」      ］  

4．2 国による食糧及び物資の提供   

7月19日に、内閣府を通じて新潟県から子ども用おむつの提供要請があったことを受け、総務  

省消防庁は各都道府県及び政令指定都市に照会し、横浜市が364パックを確保し、県に送付して  

いる。その他、都道府県等に確認済み分のみで約2，000パック以上を確保していた。また、ブル  

ーシー 
トについても、各都道府県及び政令指定都市に同様の照会を行い、群馬県、仙台市、横浜  

市等において5，000枚以上を確保している。   

7月20日も引き続き、全国の地方公共団体において、新潟県が要望している子ども用おむつ7，500  

パック以上を確保し、県の求めに応じ、順次発送した。また、ブルーシートについても、同じく  
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県が要望した10，000枚以上を確保している（消防庁「平成19年（2007年）新潟県中越沖地震（第49  

報）」平成19年12月28日（金）14時00分）。   

不足する可能性があるウェットティッシュについては、厚生労働省が生協を通じて手配したな  

ど、厚生労働省が行った物資調達関係では、以下のようなものがある（厚生労働省「新潟県中越  

沖地震の被害状況及び対応について（第31報）平成19年10月23日11時00分現在」）。  

・医薬品・医療機器関係団体に対して、被災地への医薬品・医療機器の安定供給、及び適正な流通  

の確保を要請するための事務連絡を発出。  

・日本衛生材料工業連合会等を通じ、白十字、花王、ユニチャーム、リブドゥコーポレーション等  

はおむつ等を供給。（7／19）  

・P＆Gはおむつ、生理用品等を供給。（7／19）  

・（福）全国精神障害者社会復帰施設協会は、救援物資（飲料水2リットル×120本、食料350食、  

飲み物240本等）を供給（7／17）  

・新潟県総合生協は、カップ麺1，000個、缶詰1，200個、レトルト米飯360個、レトルトカレー600  

個を刈羽村役場に供給  

・地元生協は、飲料水（飲料水2リットル×11，000本）を供給（日本生協連による支援）  

・日本生協連はウェットティッシュ1，168箱（17，505個）を供給。（7／20）紙おむつ332個（S152  

個、M84個、L96個）を供給。（7／25）  

・全労済は、パン缶1，770、白飯平袋1，180、五目ご飯平袋1，770、炭火焼きさんま蒲焼1，180、さ  

ば味噌煮1，770、炭火焼きさば照焼1，180、さけたけのこ1，180、ニューコンビーフ1，180、ウイ  

ンナーソーセージ1，180、ミネラルウオーター（2L）3，540、ドロップス1，180を柏崎市役所及  

び刈羽村役場へ供給（7／20）  

・日本赤十字社は、「緊急セット」2，914セットを供給（～7／24）。「ブルーシート」1，000枚を供  

給（新潟県を通じて配分 ～7／24）：4．3参照。  

4．3 日本赤十字社による物資の提供   

発災当日は、電話で各被災市町村に照会するなどで要請を受け、まず毛布を柏崎市の柏崎高校  

に150枚、柏崎工業高校に50枚、刈羽村の第2体育館に100枚、西山町のいきいき館、中川コミ  

ュニティーセンター、別山コミュニティーセンター、二田小、南部コミュニティーセンターに計  

640枚を輸送している。また、この他に、柏崎市内の各避難所に合計370枚の毛布を配布してい  

る。なお、新潟県支部から柏崎市に対し、お見舞い品セットの配布を申し出たが、すでに食料の  

確保を行っているとのことで、ニーズは無かった。   

7月17日（発災翌日）は、午前中に毛布300枚を柏崎市内で配布し、夜には柏崎市総合体育館  

に毛布1，470枚を配送している。また、福井県支部から緊急セットが運び込まれている。なお、  

島根県支部から飲料水提供の申し出があったため、県にその旨を連絡している。   

7月20日、上越市の要請により、毛布150枚、タオル150枚、バスタオル80枚、日用品セッ  

ト50個を配布している。   

7月21日には、緊急セットの配布に向けた準備を行い、7月22日には刈羽村の避難所に、7  

月23～24日には柏崎市の避難所に緊急セットを配布している。また、本社と県で協議の結果、岐  

阜県支部と茨城県支部からのブルーシート500枚ずつを県の倉庫に搬入している。   

表4．3．1に、新潟県中越沖地震における日本赤十字社の物資配分状況を示した。  
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表4．3．1日本赤十字社の物資配分状況  

配分元  
配分日   支部  

7月 16日   

新潟  

新潟  

17 日  

福井  

20日   新潟  

22日   新潟  

※  
23 日  

茨城  

岐阜  

24 日  

※  

合計（6占   

配分先  日用品  
緊急  ブルー  

毛布  セット  タオル  
市区村名   施設名   

（個）   

（枚）   

（枚）  （個）  （枚）  

刈羽村  第二体育館   100  

西山町旧役場   640  

柏崎高校   150  

柏崎市                                柏崎工業高校   50  

現地災害対策   370  

本部周辺  

総合体育館   490  

柏崎市                 田尻小学校   50  

市役所   480  

総合体育館   500  

比角小学校  80  
柏崎市                                比角小学校  190  

総合体育館  60  

上越市柿崎区  150   50   150   80  

刈羽村内避難所  801  

柏崎市内避難所  1，507  

柏崎市内避難所  500   

柏崎市内避難所  500   

柏崎市及び刈羽村内  

避難所  
606  

右目 7，504点）  2，980   130   150   80   3，164  1，000   

※第2ブロック全支部（茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、新潟、山梨）及び本社から持ち寄り配分   

緊急セットの内容：携帯ラジオ、懐中電灯、乾電池、物干しローープ、洗濯ばさみ、ビニール袋、  

ブックレット「災害時に気をつけたい症状」、風呂敷、ウェットティッシュ、ポケットティッシュ、  

スプーン・フォークセット、救急絆創膏、弾力包帯ガーゼ、マスク、歯ブラシ、毛抜き、タオル、  

軍手、ゴム手袋、コップほか  

4．4 企業による対応  

4．4．1生協における対応   

生協については、地元の生協組織（新潟県生協連）と生協の全国組織である日本生協連合会が  

それぞれ対応している。   

新潟県生協連は、新潟県と災害時の物資提供について協定を結んでおり、新潟県はこの協定に  

基づいて、物資提供の要請を行っている。発災当日、新潟県生協連は県に連絡をとり、状況の確  

認と協定に基づく支援物資の確認を行っている。 これにより、カップ麺100ケース、缶詰25ケー  

ス、レトルト米飯30ケース、レトルトカレー10ケースで、すべて刈羽村役場に、当日中に輸送  

している。なお、新潟県生協連には、柏崎市および刈羽村から、直接、物資支援の要請があった  

が、新潟県と協定を結んでいることから、県が窓［］になるよう申し入れている。   

また、日本生協連合会は、厚生労働省からの要請に応え、ウェットテッシュ（150枚入）1，168  

ケース、大人用おむつ332パックを無償提供している。また、この他にも、茨城県笠間市からの  

要請で茨城県の地元生協（いばらきコープ）が飲料水（2リットル）15，200本を調達し、柏崎市  

へ輸送している。   

さらに、支援物資の配送要請が柏崎市と刈羽村から新潟県生協連にあり、7月19日から8月1  
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目まで、トラックのべ59台、要員のべ118人で対応している。なお、このトラック・要員の対応  

にあたっては、地元生協だけでなく、全国の生協から支援が行われている。  

4．4．2 企業による無償物資の提供   

新潟県及び被災市町村を通じ、応援要請のあった物資を中心に、企業を中心に物資の提供がな  

された。たとえば、経団連1％クラブに所属する企業87社・グループの平成19年11月13日17  

暗までの報告では、次頁の表4．4．1に示すように、金額に換算すると、総額1億7，565万円の物  

資等が寄贈されている。また、一部には、応急仮設住宅建設用地の貸与がなされたなど、幅広い  

支援がなされている。  

4．5 物資調達・輸送に関する課題   

過去の災害事例においては、災害発生直後に物資が不足し、数日後からは供給過多になる傾向  

があることが示されている。特に、個人からの小口物資等を受け付けることにより、その整理に  

人手と時間を要するといった教訓を背景に、新潟県中越沖地震においては、新潟県を中心に、備  

蓄物資の供出、登録方式による緊急物資の調達と輸送及び配送がなされた。特に、被災当日の県  

及び被災地内の市町村における備蓄物資の提供開始は比較的早く、県により被災当日から食糧及  

び飲料水や簡易トイレ等の必需品の提供が早期に開始された。中越地震と比べ、輸送路が比較的  

確保されていたことも、早期の物資輸送を円滑にし、県及び国等を通して、被害が集中した柏崎  

市、刈羽村等の被災者に対し、真夏の猛暑を勘案してのきめ細かな物資が供給されていた。   

しかしながら、過去の災害と同様に、道路渋滞と大量の緊急物資の集中により、個別避難所等  

までの配送がネックとなった。この解決策としては、早期に外郭部に搬送拠点を設けるなどの輸  

送システムを構築し、専門業者による効率的な物資の集積及び管理、搬出等がなされることが挙  

げられる。新潟県中越沖地震においては、発災後3日目に、新潟県が新潟市の物資拠点からパッ  

ケージングした物資を柏崎市の避難所に直接送り込む一方、発災4日目以降、柏崎市内に配送セ  

ンターを設け、直接県が物資調達と輸送に関与し、配送業務の効率的・組織的な展開が可能とな  

る仕組みを作って問題の解決を図った。   

また、被災地におけるニーズ把握を迅速に行い、ある程度の予測に基づいて、前倒しで緊急に  

物資を送り込むには、要援護者の存在や、季節要因を加えて検討することが不可欠となってきて  

いる。全国の地方公共団体において、物資の調達を登録方式とするなら、登録にかかる時間を短  

縮し、物資の集中による混乱を避けるためにも、事前に企業や各地方公共団体の提供可能性を把  

握し、データベース化、協定しておくことが望まれる。  
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表4．4．1救援物資等の提供（87社・グループ／1億7，565万円）  
（出典）経団連1％クラブ2007年11月13日17：00までの報告分資料を基に、社名を除いて社毎に記載  

ヽ十＋   

放散  放置  数呈  
（1暮i位＝イ1月）  ＼十十   （上製一正：†圏）  Nぐ）   （l半イ1王：仰】）   

タオ‘ル   500  27  人丹！烏引軋機   10（）  5：i  レンタカー   6  

ウ∴⊂㌧トナィ ぅ′二／1   ニir）0   汲晶テレビ   ∵  5イ  中一l】へ′レメ ット   55   

2  スポー・ツ飲料   二う，（）（）0  ／十  イf験  ノルーーシー1ト   90   

⊥H丹ゆ   1：∴15り  1Uり  】りOl）   

スポツ飲料  22，0り0   ：うこう0  1  

1  敷き′ツト、カセ、／トニ∫こ／1」、ノ水、   飲料水  lう00   1：2，Or）0  

剥≡常食Ⅰ′王かノト溝物資  ポリ臣   100  58  充電器、カ∵ソクー  

′、ノ／ドゥリ・ム   120    救七重物資  5リ  カセットニ】ニ／l」  5（）1  

h  飲半‥←   lJ弼0    タJ／レケット   力寸てソトボンベ  l，5：弓6  

7  カヤソトコー／lJ   l，0川）  ：i2  タオノし   1r）∩  60  物覇、女王ま′首輪i其   

カ・巨ソトボン／、こ   1り，（）Ⅲ）    イ寸電離  2．日日（）  

H  タカル   防じん－√スク  5．L6（〕  19，HOO  

リ  あ誹）   】．（）H（）  ：i′1  タ」、′し  ソー・1て－ン・′、ム  ：う2，′川（）  

し ト／しトカレーー   ウこソトタイ′し  2．り00  王iり   

ノ1卜彗！パソ：】一／   カヤ、ソトボン／こ   2■10   7，2り（）  

ホタ′レソク   ∴∩川）  ニー．パリ2   お茶   4，川和  

サーノト・貸′＝  ‘朱美調度食．㌔J，   15．りn（）  64  防じんマスク   2，0（）0  

ノく＼′二】二／貸＝う  簡易トイレ   h5．り0∩  65  飲料  1ノl■1，ぺ′1り  

l∵  丈1－多l教放送電光掲′】三枝り）避難所貞昔   27  ：i6  おにぎり   おにぎり  ニう，（）川）  

耕と被ジュ他地域別ドー＝ナ佃牒打力梨惧  
1二！．■1（）り  】川）   

飲料水  
食躍〃．】】・′〔デ．1川．】．ほか  

ナ イ ソシ1▼ぺ－／ト、rl′1 ソト  カ，∵ゾ麹  12．Hり（）   11り0り  

丁イ ソシ1、二卜しノー）ふき、飲料イこ  簗／パン   ′、ン  2，り（）り  

†1  飲宰、十木   5．（川（）  二！7  無イ宵物食輸1芙  ノ水  L仁），日日り  

F‘＝肋IhJヒ．打   スjjて・ツ欣幸：十   1t）川）（）   ：う，6川〕  

亀／†本温．汁   100  ニうH  ライン、′－一カ・・   二i（）（）   h巨仁ご動   15り   

16  食器川洗剤  1（）（）H  l（）り  6リ  イ1（ノそ三川火災瞥軸漂≠  

衣類用洗剤  t：う6   7（）  垢＝寸スク・夕   

′、「′ラシ  7，り20  ：う（）（）   レ＿／シナ十   

」ムツ   リH，（）（）り   ：i5（）  71  ／ペソ＝】こ／ソノト   l′7  

泡1たおしりふき   hO   タフ仁ル   15，（）（）り  72  プラス「√ナレビ   ／★一  

‖二拭きウてソトシハ・卜   二i，り00   【大典．1．■，、飲料、食1斗  ノー・ト彗一巨ぺソ】ン   

】7  仮設トイレ   t／十†  4：i  右鹸   ㍉（）4（）  7：！  ウレタン▼、′、∵ト レス   50り   

18  飲料′水   t2，qOO   フ＝王イ スケ」ル   ㍉り16   ラソゾ  15（）  

1り  デニノダ′レカメラ（無償貸Ii）   44  三さj義川テ・－ノ／レ   ウレタンIj－′し 

2（〕  複rナ機（無償1葺′テ）   2  45  ＝＝ピー・川紙（∧4」ナイズ）、   ：！00，り0（）  7′l  ウェットティソシ1、紙おむ／）ほか  

F∧X（無償貸≠i）  コピー川紙（A：iサ イズ）   1こi5，000  75  飲料水   ∫1．800  

飲料．水   6，リHl                 46  飲料．水   5，2（）0  76  携イ帯簡易トイレ   ：lりq  

簡易トイレ   600   簡易トイレ   6，500  77  洗濯機   50   

21  飲料水   6．912   ノ／し－シート  7．0（〕0  140   

∵∵  紳L肌着   ポリ娼  26．000  t，hOO  

婦人肌盾   l，1ノ15   食料、飲料、カ十てツト＝】ンロ、紙1 ムツ仁王カ 
、  

グミ   6■10   

∴＼  ジャグ（蛇lけトき．い引水愕）   仮設‖三宅建設川地            1′l  紆」5．700汀f  20，00n  

救急箱   100   社を1寮亨谷室の開放  HO  キャラメル   ：i，（）川）   

24  書粧！棚  2  20  81  ／＼ン／   1、400  

ノヾン  1000   ：i42  82  主事．ヨ駐・   12．400  

ストックボックス   500   カ1′ット＝ュンlて   1，000   飲料   66．000  

おどうぐ箱   50（）   カセットボンベ   2，0（）0  ボ3  飲料水   4．000  

幼1杷川ノーート   1．500  49  非常食   450   保存食   5．050  

幼しと用シール   1．0（）0   飲料ノ水   お0   みそ汁   1，17（）  

ドキ1メン′トケーース   1．000   毛布   100   缶鍔   2，088  

ノート   4，26り   タオ／レ   リ0   簡易トイレ（便座・処理貸）   4，H4H  

レポート箋   2．000   うちわ   220   スクー一夕ーー   10  

．火のり   l，00（）   交通誘導棒   10  84  デジタル印刷機   2  

＝Lさみ   1．0（）0   カラーーニ】－ンノ   10（）   GPS・地飯lソフトイ寸き業務用デジタ   2  

消し＝Jム   1，0Ⅲ）   封二r∈‖反居イi川】）   19   ′レカメラ（無償一緒㌧）  

鉛筆削り   】，000   簡易トイレ   200  R5  フェイスタオ′レ   ∵いり  

卜敷き   1，000   ブルーーシーート   3．（）00  86  ベビーーパウダーー   108   

25  カセソトコンロ   300   紙製ボウル   100′000   什焼け止め剤   120  

カセットボンベ   1．500   食品用ラップ‾フイルム   500   乎L幼児用おしりふき   10H  

飲料水   4．ROO  50  ノーート巧ルくソコン   虫除けティッシュ   144  

カップ麺   3．200  51  扇風機   280   歯磨きティッシュ   1′14   

26  プレハブハウス（無償貸与▼）  52  ノ水   228  87  おにぎり   4．000   
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4．6 水道施設の被害及び復旧、応急給水の状況  

4．6．1水道施設の被害及び復旧状況   

新潟県中越沖地震における最大時の総断水戸数は、58，961戸（新潟県58，896戸及び長野県65  

戸だった。この内訳及び復旧状況は、以下のとおりである。  

＜新潟県内市町村別の状況＞  

○柏崎市・・・総断水戸数39，245戸  

○刈羽村・・・総断水戸数1，312戸  

○長岡市・・・総断水戸数 3，281戸  

○出雲崎町・・総断水戸数1，100戸  

○上越市・・・総断水戸数13，889戸  

○十日町市・・総断水戸数  56戸  

○佐渡市・・・総断水戸数 13戸  

（8月4日にすべて復旧）  

（7月31日にすべて復旧）  

（7月20日にすべて復旧）  

（7月18日すべて復旧）  

（7月20日すべて復旧）  

（7月16日すべて復旧）  

（7月16日すべて復旧）  

＜長野県内市町の状況＞  

○飯山市 ‥ 総断水戸数  35戸（7月16日すべて復旧）  

○飯綱町・・総断水戸数  30戸（7月16日すべて復旧）  

4．6．2 応急対応の状況  

（社）日本水道協会において、水道事業者の相互支援の基本ルールを定めており、これを踏ま  

え水道事業者間の応援体制が整備されている。新潟県中越沖地震においても、こうした体制によ  

る給水応援、復旧応援を行っている。  

被災水道事業者（要請）→ 県支部都市 → 地方支部都市  

（1）応急給水の状況   

地震発生当日から新潟県内外の水道事業者や自衛隊から支援を受けて給水車による給水が実施  

された。（最大時412台／日、のべ約5000台）   

・新潟県、（社）日本水道協会等の連携体制により、新潟県内、近隣県の給水車を調整・手  

配（7／16～）   

・厚生労働省水道課担当官を新潟県へ派遣（7／17～）  

（2）応急復旧への対応   

震源地に近く水道施設の被害が甚大であった柏崎市では、厚生労働省も参加した現地対策会議  

（7月18日）において、中部地方支部、関東地方支部からの大規模な復旧応援隊（漏水調査・修  

繕）の導入を決定した。最大時で1日あたり640人派遣、のべ5，400人あまりが派遣された。   

また、刈羽村の水道施設の復旧支援を強化するため、東京都水道局による復旧応援隊が派遣  

された（7／18～7／26、最大時26名派遣）。   

その結果、地震発生後19日間で、すべての断水が解消した。この断水解消日数は、この規模  

の地震では、異例ともいえる早さである。   

（参考）   

・平成16年新潟県中越地震では、約1か月間で断水解消（アクセス道路の復旧等に時間を  

要した山古志村を除く）   

・阪神・淡路大震災では約3か月。  
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4．6．3 被害の大きかった柏崎市、刈羽村の水道事業の応急対応について  

4．6．3．1柏崎市  

（1）初動体制   

7月16日10時13分の地震発生に伴い、全市が断水し、10時15分にガス水道局非常事態対策  

本部を設置した。，また、12時30分には日本水道協会新潟県支部に、14時10分には自衛隊に対し、  

それぞれ給水応援を要請した。   

赤坂山浄水場では、浄水プラントの稼動に向け、緊急遮断弁が作動した導水管にダムからの充  

水を開始し、ル、－トの漏水調査を実施しながら、夕刻には浄水処理を再開した。   

さらに、17時には新潟市先遣隊（4名）が到着し、被害調査を開始、翌7月17日には試験給水  

を開始し、以後、．通水・調査・修理を配水ブロック毎に実施しながら給水区域を拡げていった。   

なお、応援隊到着後、給水拠点の指示は震災マニュアルに基づきスムーズに行うことができた  

が、復旧計画の策定や被害箇所の説明等を行うにあたり、紙ベースの管路図面が不足する場面が  

あった。  

（2）応急給水   

赤坂山浄水場では、配水池の緊急遮断弁4基すべてが作動し、同浄水場の総配水池容量  

25，428m3のうち、約10，000m3を応急給水用に確保することができた。   

7月16日12時30分には、新潟県支部に対し応急給水応援要請（給水車50台）を行った。  

その後、新潟県支部より中部地方支部に対し応急給水応援要請が行われ、当日夕刻より、新潟  

県支部及び中部地方支部による応急給水活動が開始された。加圧ポンプ車は医療施設受水槽へ  

の給水に、その他給水車は避難所等への給水に割り当てた。   

その後、7月17日午前4時頃には、新潟市所有のキャンバス水槽（折りたたみ式水槽）を避  

難所等21施設に設置し、より効率的な応急給水活動を行うことができた。一方、断水の影響に  

より、7月17日には、刈羽郡総合病院の人工透析患者ら約50人が、小千谷総合病院（′卜千谷  

市）及び同病院付属十日町診療所（十日町市）に移って透析治療を受けるという事態が発生し  

ている。   

7月21日以降は、キャンバス水槽の追加設置並びに自衛隊等の応援拡充により、新潟県支部  
及び中部地方支部の給水車を、加圧ポンプ車を中心とした体制に順次縮小し、7月31日をもっ  

て新潟県支部及び中部地方支部の応急給水活動を終了した。  

（3）復旧完了目標の設定と応急復旧   

地震発生当日7月16日の21時には、日本水道協会新潟県支部に対して復旧支援の要請が行わ  

れた。   

また、2日後の7月18日14時より、柏崎市ガス水道局において、 「新潟県中越沖地震水道  

災害復旧対策会議」（厚生労働省、日本水道協会、名古屋市（中部地方支部長都市）、新潟市  

（新潟県支部長都市）、柏崎市の5者が出席）が厚生労働省の呼びかけにより開催され、下記  

の復旧方針が決定された。  

・通水完了目標（各戸1栓確保）を7月25日に設定、公表する。（その後、当初の想定より  

も被害が甚大であることが判明したため、通水完了目標は7月31日に変更された。）  

・柏崎市をエリアに区分し、うち中央エリアを関東地方支部が、他のエリアを新潟県・中部  
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地方支部が担当する（図4．6．1参照）。  

・新潟市が現地応援本部を総合調整する。  

行政区域面積 319．25k11i  

上水道給水区域面積 12ア．96kni  
（旧拍疇蝿区）  

柏崎地区管路復旧手順  

－｝  せ 色IP  

被害の大きい地域を6エリア．9フー8，引こ区分する   
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西山地区：lユ9kmく内配水管：125km）   
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図4．6．1柏崎地区管路復旧分担（エリア／ブロック区分）   

また、配水管及び宅地内第一止水栓上流の給水管の漏水調査・修理は水道局及び日本水道協  

会応援隊が、また、第一止水栓下流の修理は柏崎管工事業協同組合が行うこととし、家屋の損  

傷により漏水修理が困難な場合は、宅地内に水栓柱を立ち上げ応急復旧とすることとした。   

以上の復旧方針に基づき、具体的には次のように復旧作業を進めた。  
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① 河川及びJRを境に市内を6エリア、9ブロックに分割し、赤坂浄水場より順次復旧を  

行う（ブロック仕切弁の閉止）。  

② 配水幹線3ルート（直径800・直径700・直径450）の分岐仕切を閉止してエリア毎に  

通水し、漏水確認後、分岐仕切弁を開いてブロックへ通水を行う。   

（診 配水幹線からブロックへの通水と同時に、複数班で目視・音聴により漏水調査を実施  

し、応急対応（仕切弁・止水栓による止水）を行う。  

④ 漏水調査により確認した漏水箇所の修理を行う。   

応急復旧にあたっては、配水幹線（直径800～両径600ルート）に予想外の被害が発生した  

ため、北部エリア（橋場・松波地区）への給水まで期間を資し、当初は中央エリアのみを担当  

していた関東地方支部は、東部・北部エリアも担当することとなった。   

その後、7月3LIHには一部給水困難地区を除いてほぼ復l口が完了し、8月4日に100％完了に  

至った。  

4．6．3．2 刈羽村  

（1）初動体制   

地震発生後、担当職員は施設被害状況の把握に努め、また応急給水のための水量確保のため、  

配水池のバルブを閉めた。また、施設の納入業者にも連絡をとり、状況確認を依頼した。しか  

し、導・送水管が破損し、さらに停電に伴い水源からの取水ができなかったため、早期の給水  

再開は困難であった。   

初動段階では、応援要請については考えが及ばない状況であり、自力での修繕を前提として  

いた。  

（2）応急給水   

応急給水にあたっては、地震発生直後から自衛隊及び見附市より給水車の応援があり、避難  

所に給水車を配置した。また、7月18日には横浜市水道局から給水車の応援（2m3×2台）、新  

潟市水道局からキャンパス水槽の貸与があった。7月22日には刈羽第2浄水場が復旧したため、  

同浄水場前に給水所を開設し、応急給水を行った。  

（3）応急復旧   

刈羽村での応急復旧活動を支援するため、東京都では、新潟県と調整の上、7月18日より復  

旧応援隊を派遣した（7月18日～26日）。   

そのような状況の中で、柏崎市で7月18日（水）に開催された復旧対策会議で復旧完了目標  

を7月25日に設定したことを受け、刈羽村でも7月19日に、同じく25日を復旧完7目標に設  

定し、公表した。最終的に、7月31Rに復旧が完了し、配水管までの部分は全村通水した。  

4．6．4 自衛隊による応急給水の状況   

自衛隊による給水活動も7月16日から8月10卜ほで、柏崎市・刈羽村・上越市・出雲崎町  

の103箇所で実施されている。給水活動は、給食活動とともに実施されている。不足気味だっ  

た給水が、自衛隊による海路からの供給を行うことによって充足していったと言う。  
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